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１. はじめに 

2012年 4月 2日に、USPTOは、審査官と利害関係者（出願人等）の間における協力を促進

すると共にプロセキューションをコンパクトにするための継続的努力の一環として、Final OA

に対する応答後の審査官による更なる再考時間を確保するパイロットプログラム（After Final 

Consideration Pilot (AFCP)）を期間限定（2012年６月 16日まで）で開始しました。*1 

 

本パイロットプログラムは、Final OA後に Notice of Allowanceの発行件数が増加するかど

うか、及び、RCE（Requests for Continued Examination）の請求数が減少するかどうかを

判断するためのものでした。事実、このパイロットプログラムの試行以降、allowance rates for 

applications after final rejection は増加したと USPTOはコメントしています。 

 

このたび、2012年 6月 20日に、(i) より多くの利害関係者が利用できるようにすると共に(ii) 

USPTO が更なるデータを収集してプロセキューションのコンパクト化のための最善のプラク

ティスを見極めるために、本パイロットプログラムの試行期間を 2012 年 9 月 30 日まで延長

する旨を公表しました。*2 
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*1 Link：http://www.uspto.gov/news/pr/2012/12-23.jsp 

*2 Link: http://www.uspto.gov/news/pr/2012/12-37.jsp 
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